
 平成 20年度 第２回 神奈川県作業療法士会 理事会抄録 
日 時：平成 20年７月 17日（木曜日） 

19:00～22:20 
場 所：神奈川県作業療法士会事務所 

出席者：渡邉、錠内、鈴木、作田、奥原、山路、大西、松藤、松本、千葉、池田、田中、中西、原、

澤口、野本、竹田 

議 題 内 容 

1.各部からの報告 
1)法人化対策委員会 
    （鈴木理事） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２)企画調整委員会 
（渡邉会長代読） 

 
 
３)生涯教育推進委員
会（奥原委員長） 

 
 
 
 
 
 
 
４)学術部（中西理事） 
 
 
 
 
 
 
 

【報告・検討事項】別紙資料有り 
1.定款 文言の追加、訂正に関して 
〈第 3条〉公益法人を目指すにあたって、公益の 23事業の内容を取り入 
れて、公衆衛生の向上という文言を加えたがどうか。 
〈第 37条〉理事会の議決事項に関して修正。 
〈第 66条〉事業年度に関して→県学会開催日に合わせる。 
〈第 68条〉氏名、住所→戸籍通りにする必要がある。 

鈴木理事へ通知する。 
2.規則･規定の作成、作成担当に関して（三役会から案→決定） 
委員会規則：佐藤 理事会規則：錠内  事務局規則：澤口 
総会規則：澤口  文書管理規則：山路 公印管理規定：奥原  
費用弁償規則：中西 資産管理規定：野々垣  
情報公開規定：松藤 倫理規定：田中 個人情報保護：作田 
下案を 11月の理事会までには作成が望まれる。 
 OT 協会から取り寄せた各規定を参考にして作る。他法人団体の資料も
各自参照されたい。 
【報告事項】別紙資料有り 
渡邉：各理事･委員は中長期の資料をよく読んでください。あわせて協 
会の 5カ年計画も読んでいただき、時期について作成していただきたい。 
 →次回、検討する。 
【報告・検討事項】別紙資料あり 
1.現職者共通研修について 
本年度第 1回研修会を 7月 5日（土）・6日（日）に開催 
延べ参加者数 502名（一講座平均 100名の参加） 

2.部員承認→承認 
 中松 靖（麻生リハビリ総合病院） 
 関根佐知子（麻生リハビリ総合病院） 
 小山恭子（横浜旭中央総合病院） 
 大場 丈（介護老人保健施設アゼリア） 
【報告・検討事項】別紙資料あり 
1.県病院学会について 
テーマ：今後の病院・医療の方向性～病院の機能と連携～ 
日時：平成 20年 11月 18日（火）13:00～18:00 
場所：神奈川県総合医療会館 
第 2回学術委員会：平成 20年 9月 17日（水）、中西理事出席予定 

2.分野別講習会予定 
〈身体障害分野〉 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５）地域リハビリ 
テーション推進部 
（渡邉会長代読） 

 
 
 
6)情報統計部 

（松藤理事） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７)福利部（田中理事） 
 
 
 
 
 
 
 

テーマ：スプリングティングの新たな視点と新素材の紹介 
講師：中西浩司氏（北里大学東病院） 
日時：平成 20年８月 31日(日) 9:30～12:30、14:30～17:30（2回開催） 
場所：横浜 YMCA学院専門学校 
〈精神障害分野〉 
テーマ：精神科の薬物療法と心理社会的リハビリテーションについて 
講師：加藤大慈氏（横浜市立大学医学部精神医学助教） 
日時：平成 20年８月 31日（日）13:30～16:30 
場所：横浜 YMCA学院専門学校 

3.分野別講習会の受講料に関して 
・神奈川県士会に入るべき人が県士会に入っていない、または会費未納の 
場合→受講不可、士会への入会を勧める。 
・協会員であるが他県士会員または他県在住である場合、OT以外である 
場合→別途もうける。 
・講習会マニュアル（規定）にきちんと記載する。 
・講習会の規定を作成する必要がある。 
・生涯教育制度に関しては、協会、県士会両方にはいっていないと受講で 
きない。ただし他県士会員でも金額は同じ。 
【報告事項】別紙資料有り 
第 7回訪問 OT研修会 
テーマ：知りたいこと・確認したいこと 
 日時：平成 20年９月 14日（日）10:00～16:00 
内容：講義、現場からの報告、グループディスカッション、展示など 
講師：石田和雄氏、小室容子氏、田村雅伸氏、柴崎千種氏、高田靖子氏 
【報告事項】別紙資料あり 
1.会員動向 
 会員数：1,272人、加入率 80.6％（平成 20年 6月現在） 
2.会費納入状況 
 240名 前回比＋18.4％（平成 20年 7月 17日現在） 
3.OT協会（新）士会システム講習会 
 日時：平成 20年 8月 2日（土） 
 場所：OT協会事務局 
 内容：新システムの概要説明と操作技能講習会 
 参加予定者：澤口、斉藤、粂田、松藤 
4.平成 19年度実態調査結果について 
 6月中旬、県士会ホームページに記載した 
【報告・検討事項】別紙資料あり 
１.新人オリエンテーション・歓迎会  
平成 20年 7月 5日開催、参加者 61名。 
２.平成 20年度神奈川県保健衛生表彰の推薦について 
今年度該当なし。今後について、県士会として推薦の規定を決めておく。 
OT協会に準じ内規を作成する。 
３.倫理問題への取り組みについて（倫理問題対策班） 
 今回、全国の法人格を取得している県士会へのリサーチを行った結果、



 
 
 
 
 
8）広報部（池田理事） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9)福祉用具検討 
委員会（大西理事） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10)ウェブサイト 
委員会（作田理事） 

 
2.事務局より 
  （澤口事務局長） 
 
 
 
 
 

各都道府県士会独自の取り組みをしているところはほとんど無いこと

がわかった。県士会として窓口を設けているところも少ないのが現状。

よって神奈川県士会としてのチャート案を作ることにする→下案を 
 もとに検討、相談者の身元確認方法や OT協会との連携を明記する、窓
口担当の負担が懸念されるなどいくつか項目があがる→継続審議 
【報告・検討事項】別紙資料あり 
1.YOTECに関しての報告 
 ６月 26日(木)～28日(土)開催、ブースへの来訪者は OT学生が大多数。 
 ブースにて各種パンフとオペラ No.11の配布。また左右上肢の協調性ゲ
ームなども実施。好評だった。 

2.新しいニュースの形の提案 
 ニュースの体裁をとらなくてもいいのでは。 

Webにある記事のトピックスをのせるなど、機能のスリム化を考えて
いくことが必要か。年発行回数やページ数、項目も含め検討している。 

  各理事からの意見を参考にしていきたい。 
【報告・検討事項】別紙資料有り 
1.研修会について 
『第 2回 PT・OTスキルアップ研修会』 
 日時：平成 20年 10月 12、19、26、（日）計 3日間 
 場所：ウィリング横浜 
 定員：40名（PT20名、OT20名） 
『住宅改修の基礎知識』（仮）  
日時：平成 20年 11月 24日（月祝日）10:00～16:00 
場所：ウィリング横浜 
定員：120名 
講師：雨森隆子氏、神鳥博道氏、中浦俊一郎氏 
『義肢装具の研修会』（仮） 
 日時：平成 21年 1月 18日（日）13:00～ 
 場所：横浜リハビリテーション専門学校 
 定員：70～100名 
 講師：国際医療福祉大学 森田千晶氏 
2.スキルアップ研修において協力業者への謝礼金を出したらどうか、とい
う案がでている⇒お金のやり取りをするならば、きちんと見積りを取る

べき。 
・理事役員承認ページについて、メーリングで意見を頂き、次回の理事会

で健闘したい。 
 
1.OT 協会作業療法推進活動パイロット事業助成制度に関して→神奈川県
士会としての参加はどうするか→次回の議題とする。 

2.神奈川県歯科医師会より 
「第 2回かながわお口の健康フォーラム」後援依頼→承認 
日時：11月 27日（木）13時～16時 
場所：はまぎん ヴィアマーレ 
住所：横浜市西区みなとみらい３－１－１ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者：一般市民（参加費無料） 
3.神奈川県保健医療計画 別紙資料 
4.今年度は拡大事務局会議（事務局・情報統計部・財務部・法人化推進委
員会）を三役会前にこれまで開催し、主に法人化に向けた諸準備をしてい

るが他に三役会・理事会への議題提案前の各理事のフリーディスカッショ

ンとなっている。今後は広く他理事の参加を呼び掛けたい。調整中の案件

やアイデアを検討中の物など、議題提出前の案を練り上げる場としていき

たい。 
 
1.渡邉会長より 
・OT協会 福祉用具委員会でアンケートを実施する。 
 県士会の講習会でアンケートの実施をお願いしたい。 
2.鈴木理事より 
・理事会が長時間となり議決という機能が損なわれている可能性がある。 
 理事会における内容検討が必要である。 
 
 
【今後の予定】 
三役会：平成 20年９月 11日（木） 18:30～ 
理事会：平成 20年９月 18日（木） 19:00～ 
 

 
 

   書記：野本義則（副事務局長）、竹田博子 
文責：澤口勇 


